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　水道が凍結した場合や、水道が漏水した場合は、直接、最寄りの指定給水装置工事事業者に修繕の依頼をしてく
ださい。（修繕費は各自負担になります。）
　また、水道の新設又は家屋の新築、増築に伴い水道工事を行う場合は申請が必要です。工事の申請は、指定給水装
置工事事業者が行いますので、最寄りの事業者に依頼してください。
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0555-83-5211
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0555-83-2977

0555-72-1012

0555-72-1338 

梶原設備工業

㈱スバル工業

富士土木㈱

中村工業

渡辺設備

富士見設備工業

協栄工業㈱

石原設備工業

㈱熱研メンテナンス

渡邊工業

(有)綾部設備

(有)小佐野設備

(有)三友設備工業

㈱コバヤシ工業

渡辺管工事

渡伊設備工業

光根設備工業

梶原水道

(有)鐘畑設備工業

中村設備

(有)外川設備工業

山梨ウォータメンテナンス（株）

(有)はやし設備

貴家設備

㈱叶建設勝山営業所

倉沢排水設備

ミレニアム設備

（有）在原工業

旭設備

住吉設備

古谷設備

古和設備

倉沢設備

三浦設備

丸修設備

富士ヶ嶺水道設備工業

(有)山光工業

船津 910

船津 5146-1

船津 3499-6

船津 3917

船津 966-2

船津 3111-2

船津 3776

船津 7398

船津 6601-1

船津 1546-8

船津 2204-2

船津 3413-2

小立 2051

小立 1777-1

小立 2175-12

小立 1790-2

小立 788-2

小立 4315-6

小立 2891

0555-76-7604

0555-76-7508

0555-76-6054

0555-76-6630 

0555-76-8657

0555-85-2753

0555-83-2202

0555-83-2004

0555-83-2120

0555-82-2456

0555-82-2491

0555-82-2152

0555-82-2152

0555-82-2623

0555-82-2506

0555-82-2798

0555-89-2250

0555-89-2141

河口 1597-2

河口 1089

河口 2269

大石 2875-1

大石 1253-7

勝山 314-1

勝山 429

勝山 1110

勝山 1070-5

長浜 1218

西湖220

西湖西�3-7

西湖西�3-7

西湖西�13-1

西湖南�13-5

大嵐 898-3

富士ケ嶺�491

富士ヶ嶺�615

工事事業者 住　　所 電話番号 工事事業者 住　　所 電話番号

指定給水装置工事事業者 

水道の凍結・漏水修理について(お知らせ)

【ＴＯＴＯ製石油給湯機（ボイラー）を探しています】

　弊社は、２００２年１０月２４日と２００６年１２月４日の新聞紙上において、うりょう点検実施の社告を行い、無料点

検を実施しております。対象製品で未だ点検がお済でない場合は、事故未然防止のため、点検（部品交換）を

無料で実施させていただきます。ご愛用のみなさまには大変ご迷惑をおかけいたしますが、まずはご一報の

ほど、よろしくお願いいします。

　尚、既に点検がお済の場合は、何卒ご容赦いただきますようお願い申しあげます。

給湯機部品の

一部不具合により、

油漏れ発生→給湯機内部で発火
→機器および周辺部への延焼 に至る可能性があります！

機器に点検済シールが貼ってありましたら、点検が完了しておりますので、安心

してお使いいただけます。
点検済

【お問合せ・ご連絡先】

給湯機点検コールセンター　フリーダイヤル；０１２０－４４４－３０９

受付時間：午前９時～午後５時３０分（土・日曜を除く）
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山
梨
宝
石
博
物
館
だ
よ
り

山
梨
宝
石
博
物
館
だ
よ
り

社
協
だ
よ
り

社
協
だ
よ
り

ふ
れ
あ
い
の
ま
ち
づ
く
り
事
業

　 
 

～
小
地
域
福
祉
活
動
を
推
進
～

 

『
富
士
見
町
な
ご
み
の
会
』
を
発
足
さ

せ
た
富
士
見
区
（
富
士
見
町
二
、
三
、

四
丁
目
）
で
は
、
１０
月
２８
日
（
日
）
、

富
士
見
町
公
民
館
に
、
７５
歳
以
上
の
方

を

招

き

サ

ロ

ン

を

開

所

し

ま

し

た
。

　

皮

切

り

の
当
日
は
、

健

康

科

学

大

学

３

年

生

７

名

と

渡

辺

先

生

を
招
き
、
家
で
も
簡
単
に
で
き
る
ス
ト

レ
ッ
チ
体
操
を
ご
指
導
い
た
だ
き
ま
し

た
。
学
生
の
元
気
の
い
い
掛
け
声
に
合

わ
せ
て
、
転
倒
予
防
に
も
な
る
よ
う
に

筋
肉
を
ほ
ぐ
し
、
全
身
を
リ
ラ
ッ
ク
ス
さ

せ
、
心
も
体
も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
さ
せ
ま

し
た
。

　
こ
の
会
は
、
民
生
・
児
童
委
員
や
福

祉
委
員
が
中
心
に
活
動
を
推
進
し
て
い

き
ま
す
が
、
自
治
会
、
公
民
館
活
動
な

ど
多
大
な
ご
協
力
を
得
て
実
施
し
て
い

き
ま
す
。
当
日
も
、
区
長
・
正
副
自
治

会
長
が
お
祝
い
に
か
け
つ
け
、
ビ
ン
ゴ

大
会
に
も
ご
協
力
い
た
だ
き
、
会
を
盛

り
上
げ
て
い
た
だ
き
、
総
勢
４０
名
が
楽

し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　
去
る
１０
月
３０
日
（
火
）
に
、
県
民
文

化
ホ
ー
ル
に
お
き
ま
し
て
、
山
梨
県
社

会
福
祉
協
議
会
主
催
の
第
５５
回
山
梨
県

社
会
福
祉
大
会
が
開
催
さ
れ
、
当
町
か

ら
も
福
祉
関
係
者
３５
名
が
参
加
致
し
ま

し
た
。
そ
の
席
に
て
、
社
会
福
祉
事
業

に
貢
献
し
た
方
々
に
、
知
事
並
び
に
県

社
会
福
祉
会
長
か
ら
の
表
彰
及
び
感
謝

状
の
贈
呈
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
尚
、
当
町
で
は
次
の
方
々
が
受
賞
さ

れ
ま
し
た
。

[

山
梨
県
知
事
表
彰
（
民
生
委
員
・
児
童
委
員
）]

　
・
渡
辺
　
イ
ヨ
子
（
精
進
）

[

県
社
協
会
長
表
彰
（
民
生
委
員
・
児
童
委
員
）]

　
・
大
石
　
信
子
（
船
津
）

　
・
中
村
　
政
代
（
船
津
）

　
・
福
島
　
京
子
（
船
津
）

[

県
社
協
会
長
表
彰

（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
功
労
者
・
団
体
）]

　
・
河
口
湖
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

[

県
社
協
会
長
感
謝
状

（
公
立
社
会
福
祉
事
業
施
設
職
員
）]

　
・
梶
原
　
た
つ
子
（
船
津
）

　
・
三
浦
　
智
奈
美（
長
浜
）

[

県
社
協
会
長
感
謝
状
（
金
品
寄
付
・
個
人
）]

　
・
宮
下
　
岳
夫
（
船
津
）

[

県
社
協
会
長
感
謝
状
（
金
品
寄
付
・
団
体
）]

　
・
富
士
観
光
開
発
株
式
会
社

　
去
る
１１
月
６
日
（
火
）
に
、
町
民
体

育
館
に
お
い
て
、
町
社
会
福
祉
協
議
会

主
催
の
「
ふ
れ
あ
い
福
祉
運
動
会
」
を

障
害
者
福
祉
会
、
老
人
ク
ラ
ブ
、
母
子

・
父
子
・
寡
婦
福
祉
連
合
会
の
会
員
の

方
を
対
象

に
開
催
い

た
し
ま
し

た
。
全
地

区
か
ら
総

勢
４
２
０

名
が
集
ま

り
１０
チ
ー

ム
に
分
か

れ
て
、
「
ナ
イ
ス
ボ
ー
ル
」
、
「
フ
ラ

フ
ー
プ
に
イ
ン
」
な
ど
の
８
種
目
の
競

技
を
行
い
ま
し
た
。
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し

て
相
互
に
ふ
れ
あ
い
楽
し
む
こ
と
に
よ

り
、
助
け
合
い
の
精
神
を
も
っ
て
「
地

域
づ
く
り
」
に
つ
な
げ
て
い
た
だ
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
。

　
今
年
度
の
成
績
は
次
の
と
お
り
で
し

た
。

　
優
　
勝
・
・
・
小
立
老
人
ク
ラ
ブ
Ｂ

　
準
優
勝
・
・
・
足
和
田
老
人
ク
ラ
ブ

　
三
　
位
・
・
・
勝
山
老
人
ク
ラ
ブ

　
三
　
位
・
・
・
上
九
一
色
老
人
ク
ラ
ブ

　
尚
、
当
日
は
、
民
生
・
児
童
委
員
の

皆
様
に
は
、
競
技
進
行
等
全
面
的
に
ご

協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。
紙
面
を
お
借

り
し
て
、
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
温
泉
送
迎
バ
ス
運
行
は
、
１２
月
２９

日
（
土
）
～
１
月
３
日
（
木
）
ま
で
休

ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

船
津
地
区
　
富
士
見
区

　
「
高
齢
者
の
サ
ロ
ン
を
開
始
」

功
績
表
彰

　 

「
山
梨
県
社
会
福
祉
大
会
」

「
ふ
れ
あ
い
福
祉
運
動
会
」
で

　
　
　
　 

 

地
域
・
団
体
が
交
流

芙
蓉
の
湯
・
健
康
プ
ラ
ザ
送
迎

バ
ス
お
休
み
に
つ
い
て

　
冬
の
晴
れ
た
日
の
空
の
色
は
青
く
澄
ん
で
い
ま
す
。
そ

ん
な
空
の
色
を
を
連
想
さ
せ
る
宝
石
が
ト
ル
コ
石
で
す
。

　
シ
ェ
ー
ク
ス
ピ
ア
は
喜
劇
「
ベ
ニ
ス
の
商
人
」
に
ト
ル
コ

石
を
登
場
さ
せ
、
芥
川
龍
之
介
は
「
土
耳
古
石
」
と
書
い

て
小
説
に
紹
介
し
て
い
ま
す
が
、
ト
ル
コ
で
は
産
出
し
な

い
宝
石
を
、い
つ
頃
か
ら
、
そ
う
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
の
で

し
ょ
う
か
。
十
三
世
紀
末
に
オ
ス
マ
ン
ト
ル
コ
帝
国
が
誕

生
し
て
後
、
ト
ル
コ
の
商
人
は
積
極
的
に
東
方
と
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
を
結
ぶ
貿
易
を
進
め
ま
し
た
が
、
そ
の
商
品
の
中
に

最
も
良
質
と
さ
れ
る
ペ
ル
シ
ャ
産
の
空
色
を
し
た
宝
石
が

含
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
を
ベ
ネ
チ
ア
人
が
「
ト
ル
コ
人

が
も
た
ら
し
た
石
」
、
と
呼
ん
だ
の
が
始
ま
り
だ
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
以
後
「
ト
ル
コ
石
」
が
統
一
さ
れ
た
固
有
名
詞

と
な
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
ま
で
ペ
ル
シ
ャ
で
は
フ
ィ
ル
ー
ズ
、

エ
ジ
プ
ト
で
は
マ
ジ
カ
ッ
ト
な
ど
と
呼
ば
れ
て
い
て
、
専
ら

色
だ
け
で
宝
石
の
分
類
を
し
て
い
ま
し
た
の
で
他
の
宝
石

と
混
同
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
よ
う
で
す
。
紀
元
前
四
千

年
頃
に
、
エ
ジ
プ
ト
人
が
シ
ナ
イ
半
島
で
こ
の
石
を
発
見

し
て
以
来
、
数
々
の
装
身
具
に
用
い
ら
れ
た
の
は
も
ち
ろ

十二月の誕生石　
　　トルコ石（緑松石）

象徴する言葉：成功を保証する

語原：イラン産がトルコを経由して地中

　　 海地方にもたらされたことによる

硬度：５～６

比重：２.６０～２.７０-２.７５～２.８５

届折率：１.６１０-１.６５０

化学式：CuAI６(PO４)４(OH)８・５H.２０

結晶系：潜晶質、非晶質

主産地： イラン、シナイ半島、中国、アメリカ、

　　　　オーストラリア
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ん
、
ラ
ピ
ス
や
マ
ラ
カ
イ
ト
な
ど
と
共
に
粉
末
に
し
て
顔

料
な
ど
に
も
使
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
は
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
に

納
め
ら
れ
た
歴
代
王
墓
の
副
葬
品
に
数
多
く
見
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　
一
般
に
い
う
ト
ル
コ
石
は
水
酸
化
銅
を
含
み
、
リ
ン
酸
ア

ル
ミ
ニ
ウ
ム
を
成
分
と
し
て
褐
鉄
鉱
も
し
く
は
砂
岩
中
よ

り
採
掘
さ
れ
ま
す
。
淡
い
ブ
ル
ー
は
銅
イ
オ
ン
の
色
で
す

が
、
多
分
に
褐
鉄
鉱
を
内
包
す
る
た
め
褐
色
ま
た
は
黒
色

の
ネ
ッ
ト
状
の
模
様
を
作
り
ま
す
。
欧
米
で
は
こ
の
ネ
ッ

ト
の
美
し
さ
が
、
そ
の
石
の
価
値
を
決
め
る
と
い
い
ま
す
。

ま
た
、
メ
ノ
ー
や
オ
パ
ー
ル
の
よ
う
に
多
孔
質
で
あ
る
た

め
染
色
処
理
を
さ
れ
た
製
品
が
出
回
っ
て
い
ま
し
た
が
、

現
在
は
一
時
ほ
ど
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
褪
色
の
問

題
や
鮮
や
か
す
ぎ
て
如
何
に
も
人
工
的
に
見
え
る
た
め

で
す
が
、
こ
れ
に
代
わ
っ
て
本
物
と
ま
っ
た
く
変
わ
ら
な
い

合
成
ト
ル
コ
が
流
通
す
る
よ
う
に
な
り
、
専
門
家
で
も
識

別
が
困
難
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
他
に
日
本
に
多
く

流
入
し
た
オ
ド
ン
ト
ラ
イ
ト
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、い
わ

ゆ
る
ボ
ー
ン
・
ト
ル
コ
と
呼
ば
れ
太
古
の
動
物
の
骨
な
ど

が
化
石
化
し
た
も
の
で
、
リ
ン
酸
に
よ
り
着
色
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
有
機
質
な
の
で
火
に
弱
い
の
が
欠
点
で
す
が
非
晶

質
の
た
め
艶
が
出
る
な
ど
の
長
所
も
合
わ
せ
持
っ
て
い

ま
す
。

　
今
や
、
価
格
の
手
頃
さ
や
豊
富
な
製
品
に
よ
っ
て
最
も

ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な
宝
石
と
な
っ
た
ト
ル
コ
石
で
す
が
、
そ
れ
だ

け
に
模
造
品
も
多
く
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
、
ガ
ラ
ス
、
陶
器
な

ど
が
あ
っ
て
一
般
消
費
者
は
も
ち
ろ
ん
販
売
店
で
も
見
分

け
の
つ
か
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

　
こ
う
し
た
ト
ラ
ブ
ル
を
な
く
す
た
め
に
は
、
宝
飾
業
界

に
お
い
て
は
宝
石
の
知
識
を
正
し
く
身
に
つ
け
た
販
売
員

が
不
足
し
て
い
る
よ
う
に
思

わ
れ
る
の
で
人
材
育
成
が
急

務
で
あ
り
、
ま
た
、一
般
消
費
者

に
お
い
て
は
店
舗
の
構
え
ば

か
り
で
な
く
、
接
客
員
に
専
門

知
識
が
有
る
か
ど
う
か
の
見

極
め
も
必
要
で
し
ょ
う
。

お
正
月
飾
り
講
習
会
の
お
知
ら
せ

勝
山
ス
ケ
ー
ト
ク
ラ
ブ
部
員
募
集

『
西
湖
い
や
し
の
里
　
根
場
』

　
特
別
体
験
教
室
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
！

第
10
回
健
康
麻
雀
大
会
　
参
加
者
募
集
！

　
富
士
河
口
湖
町
雀
健
倶
楽
部
主
催

　
　
　
か
け
な
い
　
す
わ
な
い
　
の
ま
な
い
　
麻
雀

募

集

■
日
　
時
　
12
月
20
日
（
木
）
午
後
２
時
～

　
　
　
　
　
12
月
21
日
（
金
）
午
後
７
時
～

■
内
　
容
　
氷
雪
松
と
早
春
椿
を
使
っ
た
華
や
か
な
壁

　
　
　
　
　
飾
り
で
す
（
長
さ
　
80
cm
）

■
費
　
用
　
３
０
０
０
円

■
場
　
所
　
河
口
湖
ハ
ー
ブ
館
２
Ｆ 

工
房

■
定
　
員
　
各
50
名

●
申
込
先
　
河
口
湖
ハ
ー
ブ
館
（
℡
72-

３
０
８
２
）

　■
日
　
時
　
12
月
18
日
（
火
）
午
前
10
時
～
午
後
５
時

■
場
　
所
　
中
央
公
民
館

■
参
加
資
格
　
麻
雀
の
で
き
る
方

　
　
　
　
　
　
老
若
男
女
国
籍
問
わ
ず
ど
な
た
で
も

■
競
技
規
定
　
ロ
ー
カ
ル
ル
ー
ル
（
勝
抜
き
・
得
点
順
位
）

■
参
加
費
　
　
１
０
０
０
円

■
賞
　
品
　
　
優
勝
他
参
加
賞
等

■
締
切
り
　
　
12
月
11
日
（
火
）
午
後
５
時

■
定
　
員
　
　
24
名
（
６
卓
）
※
昼
食
・
飲
み
物
つ
き

●
申
込
先
　
　
℡
72
‐
3
0
7
5
（
渡
辺
）

◆
初
春
用
　
特
上
練
香
（
ね
り
こ
う
）
づ
く
り
◆

■
日
　
程
　
12
月
～
１
月

■
場
　
所
　
陶
芸
と
香
の
館

■
定
　
員
　
毎
週
10
名

■
費
　
用
　
２
０
０
０
円
（
お
土
産
付
き
）

■
内
　
容
　
伽
羅
（
キ
ャ
ラ
）
、
沈
香
（
ジ
ン
コ
ウ
）
、
白
檀

　
　
　
　 

（
ビ
ャ
ク
ダ
ン
）
他
、
10
種
の
香
原
料
で
お 

 

　
　
　
　
　
好
み
の
香
り
を
つ
く
り
ま
す
。

●
連
絡
先
　
陶
芸
と
香
の
館
　

　
　
　
　
℡
0
9
0-

9
3
0
8-

1
0
1
7
（
萱
沼
）

◆
こ
ん
に
ゃ
く
手
作
り
会
◆

■
日
　
程
　
12
月
11
・
18
・
25
日
（
毎
火
曜
日
）

■
時
　
間
　
午
後
1
時
～
午
後
4
時
頃(

約
3
時
間)

■
場
　
所
　
体
験
棟(

調
理
室)

■
定
　
員
　
10
名
／
1
回
　

■
料
　
金
　
2
0
0
0
円(

お
土
産
付
き)

■
内
　
容
　
こ
ん
に
ゃ
く
芋
か
ら
田
舎
こ
ん
に
ゃ
く
を

　
　
　
　
　

作
る
体
験
。

■
持
ち
物
　
室
内
履
き
ス
リ
ッ
パ
・
エ
プ
ロ
ン
・
お
ろ

　
　
　
　
　 

し
ガ
ネ
・
ゴ
ム
手
袋

●
受
　
付
　
℡
0
5
5
5-

25-

6
6
1
0(

い
ち
り
ゅ
う)

　
　
　
　
　
午
前
9
時
～
午
後
5
時

　
冬
の
寒
い
時
期
に
、
ス
ポ
ー
ツ
（
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
）

を
通
じ
て
、
ス
ポ
ー
ツ
の
基
本
的
な
礼
儀
、
厳
し
さ
又
、
何

事
に
も
「
が
ん
ば
れ
る
子
供
」
、「
我
慢
で
き
る
子
供
」
を
育

て
て
い
き
た
い
と
い
う
こ
と
が
こ
の
ク
ラ
ブ
の
モ
ッ
ト

ー
で
す
。

■
練
習
期
間
　

　
７
月
～
10
月
　
陸
上
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
場
所
：
体
育
館
等

　
11
月
～
２
月
　
氷
上
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

　
　
　
　
　
　
　
（
午
後
５
時
30
分
～
７
時
）

　
場
所
：
セ
イ
コ
・
オ
ー
バ
ル
（
富
士
急
ハ
イ
ラ
ン
ド
）

■
指
導
者
　
４
名

　
＊
見
学
で
も
構
い
ま
せ
ん
の
で
、
ご
連
絡
お
待
ち
し

　
　
て
い
ま
す
。

●
連
絡
先
　
勝
山
ス
ケ
ー
ト
ク
ラ
ブ
会
長

　
　
堀
内
祐
司
　
℡
83
‐
２
３
４
８

　
　
堀
内
春
江
　
℡
0
9
0
‐
8
0
4
2
‐
4
1
7
5
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祝
！
30
周
年
Ｂ
＆
Ｇ｢

体
験
ク
ル
ー
ズ｣

参
加
者
募
集

凧
作
り
・
お
も
ち
つ
き
＆
ス
ノ
ー
ラ
ン
タ
ン
作
り

ま
ち
か
ど
子
育
て
応
援
団

＝
在
職
者
訓
練
＝

＝
紙
わ
ら
べ
の
蔵
＝

　
　
　
ミ
ニ
講
習
会
の
お
知
ら
せ

第
17
回
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の

　
　
　
ふ
れ
あ
い
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
に
つ
い
て

　
今
月
は
お
正
月
に
関
係
の
あ
る
小
物
を
作
り
ま
す
。

玄
関
な
ど
に
飾
っ
て
み
ま
せ
ん
か
！

■
日
　
時
　
12
月
15
日(

土)

　
午
後
２
時
～
　
羽
子
板

　
　
　 

 

　 
12
月
16
日(

日)

　
午
後
２
時
～
　
こ
ま

■
講
習
料
　
材
料
費
込
み
で
５
０
０
円

　
　
　
　
　
ハ
サ
ミ
な
ど
道
具
は
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

☆
開
館
時
間
変
更
の
お
知
ら
せ

　
12
月
～
４
月
中
　
午
前
10
時
～
午
後
４
時

　
　
　
　
　
　
　
　(

最
終
入
館
午
後
３
時
30
分)

　
12
月
１
日
～
４
月
25
日
の
毎
週
火
曜
日
が
休
館
日

●
予
約
・
問
合
せ
　
紙
わ
ら
べ
の
蔵
（
�
72-

６
２
３
３
）

■
日
　
程
　
１
月
26
日
（
土
）
～
27
日
（
日
）
宿
泊

■
場
　
所
　
本
栖
湖
青
少
年
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

■
参
加
料
　
大
人
４
０
０
０
円
、
子
供
３
５
０
０
円

■
対
　
象
　
家
族
又
は
グ
ル
ー
プ
（
１
組
２
～
５
名
）

■
定
　
員
　
30
名

●
申
込
み
　
本
栖
湖
青
少
年
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
℡
87
‐
２
２
３
１

　　
～
船
の
こ
と
、
海
の
こ
と
を

　
　
　
　
小
笠
原
で
学
び
ま
せ
ん
か
？
～

　
Ｂ
＆
Ｇ
財
団
は
、
Ｂ
＆
Ｇ｢

体
験
ク
ル
ー
ズ｣

へ
の
参
加

者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。(

客
船
ふ
じ
丸
使
用)

。
子
ど
も

達
に
洋
上
や
小
笠
原
で
の
活
動
を
と
お
し
て
「
船
」「
海
」「

自
然
」
へ
の
理
解
・
興
味
を
深
め
て
も
ら
う
と
と
も
に
、
共

同
生
活
を
と
お
し
て
社
会
性
を
身
に
つ
け
て
も
ら
う
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

■
実
施
機
関
　
平
成
20
年
３
月
26
日(

水)

　
　
　
　
　
　
　
　
　
～
３
月
31
日(

月)

　
５
泊
６
日

■
参
加
対
象
　
小
学
４
年
生
～
中
学
３
年
生
の
男
女

■
参
加
費
　
８
万
円
　(

晴
海
ふ
頭
集
合
解
散
の
場
合)

　
※
日
本
財
団
と
Ｂ
＆
Ｇ
財
団
の
助
成
に
よ
り
16
万
円

　
　
か
か
る
と
こ
と
が
８
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
！

■
寄
港
地
　
　
東
京
都
小
笠
原
村(

父
島)

■
使
用
客
船
　
ふ
じ
丸(

2
3
0
0
0
ト
ン)

●
問
合
せ
先
　
町
民
体
育
館
　
℡
73-

1
2
2
0

　
子
育
て
相
談
コ
ー
ナ
ー
を
開
設
し
て
い
ま
す
。
健
康
相

談
・
育
児
相
談
・
マ
マ
友
達
を
作
り
た
い
方
、
お
気
軽
に
お

立
ち
寄
り
下
さ
い
。
同
時
「
子
育
て
ひ
ろ
ば
」
を
開
催
し
、

乳
幼
児
の
身
長
、
体
重
測
定
が
で
き
ま
す
。

■
日
　
時
　
12
月
11
日
（
火
）・
12
日
（
水
）

　
　
　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
３
時
（
無
料
）

■
場
　
所
　
い
ち
や
ま
マ
ー
ト
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
城
山
店(

富
士
吉
田
市
上
吉
田)

●
連
絡
先
　
子
育
て
ふ
ぁ
ん
は
う
す
　
ふ
わ
っ
と

　
　
　
　
　
　
　
℡
23
‐
３
２
３
６
（
渡
辺
　
弘
美
）

※
山
梨
県
委
託
　
ま
ち
か
ど
子
育
て
応
援
団
事
業

【
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
開
設
　
基
礎
】

■
日
　
程
　
平
成
20
年
2
月
後
半
の
計
6
日
間

■
内
　
容
　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ビ
ル
ダ
ー
に
よ
る
ホ
ー
ム

　
　
　
　
　
ペ
ー
ジ
作
成
の
基
礎
を
習
得
し
ま
す
。

■
対
象
者
　
パ
ソ
コ
ン
を
使
用
し
た
文
章
作
成
の
で
き

　
　
　
　
　
る
方
。

■
受
付
開
始
日
　
12
月
18
日(

火)

【
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
開
設
　
応
用
】

■
日
　
程
　
３
月
中
旬
の
計
６
日
間

■
内
　
容
　
タ
グ
の
入
力
に
よ
る
、
よ
り
見
栄
え
の
良

　
　
　
　
　
い
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成
と
編
集
法
を
習
得

　
　
　
　
　
し
ま
す
。

■
対
象
者
　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成
の
基
本
操
作
が
で
き

　
　
　
　
　
る
方

■
受
付
日
　
平
成
20
年
１
月
10
日
（
木
）
か
ら

※
い
づ
れ
の
訓
練
も
共
通

■
時
　
間
　
午
後
６
時
～
９
時

■
定
　
員
　
20
名
　
　
■
受
講
料
　
２
１
０
０
円

■
申
込
み
　
規
定
の
用
紙
に
て
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

●
問
合
先
　
都
留
高
等
技
術
専
門
校

　
　
　
　
　
　
℡
０
５
５
４
‐
43
‐
８
９
１
１

　
　
　
　
　
　
ｆ
ａ
ｘ
�
０
５
５
４
‐
43
‐
８
９
１
２

　
県
で
は
「
寝
た
き
り
予
防
・
介
護
予
防
」
の
意
識
の

高
揚
を
目
指
し
て
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
題
材
と

し
た
写
真
を
公
募
し
ま
す
。

■
テ
ー
マ
　

　
「
地
域
で
介
護
予
防
に
取
り
組
み
健
康
寿
命
を
伸
ば

　
し
ま
し
ょ
う
！
」

　
　
※
病
院
や
施
設
で
リ
ハ
ビ
リ
に
励
ん
で
い
る
光
景

　
　
　
や
、
市
町
村
が
開
催
す
る
リ
ハ
ビ
リ
教
室
な
ど

　
　
　
の
写
真
。
ま
た
、
日
常
生
活
の
中
で
散
歩
や
家

　
　
　
族
と
一
緒
に
運
動
し
て
い
る
写
真
等
。

■
応
募
資
格
　
県
内
在
住
、
在
勤
、
在
学
者
（
年
齢
制

　
　
　
　
　
　
限
は
あ
り
ま
せ
ん
）

■
作
品
規
格
　
カ
ラ
ー
プ
リ
ン
ト
、
４
ッ
切
り
サ
イ
ズ

　
　
　
　
　
　
で
単
写
真(

１
枚
の
も
の)

■
応
募
締
切
　
12
月
25
日(

火)

●
応
募
先
　
山
梨
県
福
祉
保
健
部
　
長
寿
社
会
課

　
〒4

0
0

‐8
5
0
1

　
甲
府
市
丸
の
内
一
丁
目
‐
６
‐
１

　
　
　
又
は
、
山
梨
県
カ
メ
ラ
商
組
合
加
盟
店
（
写
真
店
）
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ご
存
知
で
す
か
『
検
察
審
査
会
』

山
火
事
防
止
に
ご
協
力
下
さ
い
！

１
月
10
日
は
、１
１
０
番
の
日
で
す
。

富
士
五
湖
聖
苑
　
年
始
休
業
に
つ
い
て

国
の
教
育
ロ
ー
ン
の
ご
案
内

平
成
20
年
度
県
立
産
業
技
術
短
期
大
学
校

　
　
一
般
入
学
制
募
集(

前
期
日
程)

　
産
業
技
術
の
高
度
化
、
情
報
化
等
が
進
展
す
る
中
で
、

幅
広
い
知
識
や
高
度
の
技
術
を
学
び
、
将
来
産
業
界
で
活

躍
で
き
る
実
践
技
術
者
の
育
成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

■
訓
練
期
間
　
２
年

■
試
験
日
　
　
平
成
20
年
２
月
６
日(

水)

■
募
集
科
　
　
生
産
技
術
科
、
電
子
技
術
科
、

　
　
　
　
　
　
観
光
ビ
ジ
ネ
ス
科
、
情
報
技
術
科

■
会
　
場
　
　
県
立
産
業
技
術
短
期
大
学
校

　
　
　
　
　
　
　
　(

甲
州
市
塩
山
上
於
曽
1
3
0
8)

■
募
集
資
格
　
高
等
学
校
卒
業
者
、
又
は
平
成
20
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
３
月
高
等
学
校
卒
業
見
込
者

■
試
験
科
目
　
数
学(

生
産･

電
子･

情
報
技
術
科)

、

　
　
　
　
　
　
英
語(

観
光
ビ
ジ
ネ
ス
科)
、
面
接
試
験

■
願
書
受
付
　
平
成
20
年
１
月
15
日(

火)

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～
１
月
29
日(
火)

●
問
合
先
　
県
立
産
業
技
術
短
期
大
学
校
　

　
　
　
　
　
　
　
　
℡
0
5
5
3-

32-

5
2
0
1
　

　
　
　
　
　
　
　
　
℡
0
5
5
3-

32-

5
2
0
3

　
　
　
　
　
　
　
　U

R
L

　h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
y
i
t
j
c
.
a
c
.
j
p

※
県
立
産
業
技
術
短
期
大
学
で
は
、
様
々
な
在
職
者
訓

　
練
講
座
や
効
力
開
発
講
座
も
実
施
し
て
い
ま
す
。
お

　
気
軽
に
連
絡
し
て
下
さ
い
。

　
交
通
事
故
な
ど
の
被
害
に
あ
っ
て
、
加
害
者
を
警
察

や
検
察
庁
へ
訴
え
た
が
、
起
訴
し
て
く
れ
な
い
。
こ
の

よ
う
な
場
合
に
、
そ
の
不
起
訴
の
処
分
が
正
し
い
か
ど

う
か
を
審
査
す
る
の
が
検
察
審
査
会
で
す
。
費
用
は
一

切
無
料
で
、
秘
密
は
か
た
く
守
ら
れ
ま
す
。

●
問
合
先
　

　
　
都
留
検
察
審
査
会
事
務
局

　
　
　
　
　
　
　
　
　(

℡
0
5
5
4-

43-

2
1
8
5)

　
　
　
都
留
市
中
央
2
丁
目
1
番
1
号(

裁
判
所
内)

　
空
気
が
乾
燥
す
る
な
ど
山
火
事
の
発
生
し
や
す
い
季

節
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
山
仕
事
や
登
山
・
ハ
イ
キ
ン
グ

な
ど
で
山
に
入
ら
れ
る
方
、
森
林
の
付
近
で
農
作
業
・
工

事
な
ど
を
行
っ
て
い
る
皆
様
方
に
、
山
火
事
防
止
に
つ
い

て
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
歩
行
中
の
禁
煙
や
車
か
ら
の
タ
バ
コ
の
投
げ
捨
て
は
、

　
山
火
事
の
原
因
と
な
る
の
で
や
ま
ま
し
ょ
う
！

○
山
に
入
ら
れ
る
方
は
、
携
帯
用
の
灰
皿
を
持
ち
歩
き
ま

　
し
ょ
う
。

○
た
き
火
は
、
山
火
事
の
原
因
と
な
り
ま
す
の
で
や
ま
ま

　
し
ょ
う
。

○
森
林
の
近
く
で
工
事
や
農
作
業
を
さ
れ
て
い
る
方
は
、

　
火
の
取
扱
に
は
充
分
な
注
意
を
お
願
い
し
ま
す
。

＝
メ
イ
ン
標
語
＝

　
緊
急
時
　
頼
れ
る
あ
な
た
の
　
１
１
０
番

　
１
１
０
番
通
報
は
、
携
帯
電
話
、
一
般
加
入
電
話
な

ど
か
ら
「
１
１
０
」
と
ダ
イ
ヤ
ル
す
る
と
県
内
ど
こ
か

ら
で
も
警
察
本
部
の
通
信
司
令
室
に
つ
な
が
り
ま
す
。

通
信
司
令
室
で
は
、
担
当
の
警
察
官
が
、
「
い
つ
」
「

何
処
で
」
「
何
が
」
「
犯
人
は
」
「
負
傷
者
は
」
「
あ

な
た
の
住
所
、
氏
名
」
な
ど
を
お
尋
ね
し
ま
す
の
で
落

ち
着
い
て
お
話
し
下
さ
い
。

　
な
お
、
い
ま
だ
に
多
く
の
イ
タ
ズ
ラ
・
間
違
い
電
話

が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
イ
タ
ズ
ラ
電
話
は
、
緊
急
の
事

件
・
事
故
等
の
通
報
に
大
き
な
支
障
を
き
た
し
ま
す
の

で
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
相
談
ご
と
等
は
、
最
寄
の
警
察
署
、
交
番
、

駐
在
所
又
は
警
察
本
部
総
合
相
談
室
「
＃
９
１
１
０
」

に
お
か
け
下
さ
い
。

＝
サ
ブ
標
語
＝

　
「
安
心
の
　
警
察
相
談
　
＃
９
１
１
０
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＝
富
士
吉
田
警
察
署
＝

■
利
用
い
た
だ
け
る
方

　
融
資
の
対
象
と
な
る
学
校
に
入
学
・
在
学
さ
れ
る
方

の
保
護
者
で
、
世
帯
の
年
間
収
入
が
給
与
所
得
者
に
つ

い
て
は
9
9
0
万
円
以
内
、
事
業
所
得
者
に
つ
い
て
は

7
7
0
万
円
以
内
の
方

■
融
資
額

　
学
生
・
生
徒
一
人
に
つ
き
2
0
0
万
円
以
内

■
融
資
の
対
象
と
な
る
学
校

　
高
等
学
校
、
短
期
大
学
、
大
学
、
専
修
・
各
種
学
校

　
な
ど

■
使
い
み
ち

　
学
校
納
付
金
、
受
験
に
か
か
っ
た
費
用
、
ア
パ
ー
ト

な
ど
の
家
賃
、
学
習
費
用
、
通
学
費
用
な
ど

■
返
済
期
間
　
　
10
年
以
内

■
措
置
期
間
　
在
学
期
間
内
で
元
金
の
ご
返
済
を
据
え

　
　
　
　
　
　
　
置
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
利
　
率
　
年
2
・
5
％
（
平
成
19
年
11
月
1
日
現
在
）

●
問
合
先
　
国
民
生
活
金
融
公
庫

　
　
　
　
　
　
（
℡
0
5
5-

2
2
4-

5
3
6
1
）

　
平
成
20
年
１
月
１
日
～
３
日
ま
で
の
３
日
間
は
休
業

と
い
た
し
ま
す
。
４
日
以
降
の
火
葬
予
約
は
、
１
月
１
日

～
３
日
の
間
も
各
市
町
村
役
場
で
受
付
し
て
お
り
ま
す
。

　
な
お
、
斎
場
受
付
の
み
、
３
日
午
前
８
時
30
分
よ
り

富
士
五
湖
聖
苑
で
行
な
い
ま
す
。
　
　



広
報
富
士
河
口
湖

　
３０

町の文化財紹介
いにしえ こ みちいにしえ こ みち

富士河口湖古の小径富士河口湖古の小径
富
士
山
世
界
文
化
遺
産
登
録
・

　
　
　
　
　
構
成
資
産
候
補
の
文
化
財
の
紹
介

第
三
回
　
展
望
地
編

　
富
士
山
世
界
文
化
遺
産
登
録
に
向
け
て

本
年
五
月
に
富
士
河
口
湖
町
学
術
委
員
会

に
お
い
て
洗
い
出
し
が
行
わ
れ
た
構
成
資

産
候
補
の
文
化
財
を
十
月
号
よ
り
シ
リ
ー

ズ
で
紹
介
し
て
お
り
ま
す
が
、
最
終
回

（
第
三
回
）
は
富
士
山
の
展
望
地
に
つ
い
て

説
明
し
ま
す
。

富
士
山
を
仰
ぎ
見
る
展
望
地

　
富
士
山
は
そ
の
姿
の
素
晴
ら
し
さ
か
ら

多
く
の
人
々
の
心
に
留
ま
る
美
し
い
山
で

す
。
多
く
の
作
家
や
著
名
人
、
歴
史
上
の
人

物
た
ち
が
富
士
山
を
見
て
心
を
動
か
さ
れ

ま
し
た
。
葛
飾
北
斎
や
歌
川
広
重
に
よ
っ

て
描
か
れ
た
浮
世
絵
に
み
え
る
富
士
山
、

太
宰
治
の
文
学
作
品
に
登
場
す
る
富
士
山
。

そ
れ
ぞ
れ
の
作
家
が
眺
望
の
素
晴
ら
し
い

展
望
地
か
ら
の
富
士
山
を
表
現
し
た
作
品

で
す
。
展
望
地
で
富
士
山
を
仰
ぎ
見
る
こ

と
は
、
精
神
や
信
仰
や
、
祭
祀
的
に
富
士
山

へ
の
崇
敬
の
思
い
を
高
め
、
富
士
山
の
姿

に
感
銘
を
覚
え
た
芸
術
や
文
学
作
家
た
ち

の
創
作
意
欲
を
駆
り
立
て
て
き
ま
し
た
。

展
望
地
は
富
士
山
の
神
聖
性
を
高
め
、
価

値
を
よ
り
引
き
出
す
要
素
を
も
っ
て
い
ま

す
。
御
坂
山
系
の
尾
根
を
中
心
に
町
内
に

は
富
士
山
を
仰
ぎ
見
る
こ
と
が
で
き
る
展

望
地
が
多
く
分
布
し
ま
す
。

●
御
坂
峠
（
鎌
倉
街
道
・
御
坂
城
）
の

　
展
望
地

　
甲
府
盆
地
か
ら
富
士
山
麓
を
経
由
し
て

静
岡
県
御
殿
場
市
に
て
東
海
道
に
通
じ
る

主
要
な
交
通
路
・
鎌
倉
街
道
（
御
坂
路
）
の

峠
で
、
甲
府
方
面
か
ら
通
行
す
る
人
々
に

と
っ
て
最
初
に

富
士
山
の
眺
望

が
開
け
る
場
所

で
す
。
天
正
十
年

（
一
五
八
二
）
に

北
条
氏
が
築
い

た
と
さ
れ
る
御

坂
城
が
所
在
し

ま
す
。
史
跡
と
し

て
見
て
も
遺
構

が
良
好
な
状
態
で
現
存
し
て
い
ま
す
。

●
天
下
茶
屋
お
よ
び
太
宰
治
文
学
碑
周
辺

　
の
展
望
地

　
自
動
車
道
と
し

て
昭
和
六
年
（
一

九
三
一
）
に
開
通

し
た
御
坂
隧
道

（
国
登
録
有
形
文

化
財
）
の
河
口
湖

側
出
口
に
位
置
す

る
天
下
茶
屋
は
、

昭
和
九
年
（
一
九

三
四
）
に
建
て
ら

れ
ま
し
た
が
、
現
在
の
建
物
は
再
建
さ
れ

た
三
代
目
で
す
。
作
家
太
宰
治
が
昭
和
十

三
年
（
一
九
三
八
）
に
滞
在
し
、
創
作
活
動

に
没
頭
し
ま
し
た
。
翌
年
に
発
表
さ
れ
た

「
富
岳
百
景
」
は
こ
こ
で
執
筆
し
た
も
の
で

す
。
昭
和
二
十
八
年
に
は
、
そ
の
一
節
の

「
富
士
に
は
月
見
草
が
よ
く
似
合
ふ
」
の
文

学
碑
が
太
宰
を
慕
う
人
た
ち
の
手
に
よ
っ

て
近
く
に
建
て
ら
れ
ま
し
た
。

●
三
ッ
峠
山

　
本
町
と
西
桂
町
、
都
留
市
に
ま
た
が
る

山
で
、
御
坂
山
地
東
部
に
位
置
し
、
一
般
的

に
は
三
ッ
峠
と

呼
ば
れ
て
い
ま

す
。
峠
の
よ
う
に

思
わ
れ
て
い
ま

す
が
、
東
面
に
は

屏
風
岩
の
岩
場

の
あ
る
岩
峰
開

運
山
、
す
ぐ
北
の

御
巣
鷹
山
、
西
に

あ
る
毛
無
山
の

三
峰
の
総
称
で
す
。
開
運
山
の
山
頂
に
三

峰
権
現
を
祀
っ
た
石
祠
や
碑
が
あ
り
ま
す
。

山
頂
か
ら
の
富
士
山
の
眺
望
は
素
晴
ら
し

く
、
天
下
一
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

●
産
屋
ヶ
崎

　
河
口
湖
大
橋
の
北
端
に
あ
る
岬
で
す
。

毎
年
四
月
二
十
五
日
の
河
口
浅
間
神
社
の

孫
見
祭
り
に
は
、

産
着
を
持
っ
た
神

主
が
行
列
を
従
え

て
神
輿
と
と
も
に

こ
こ
ま
で
往
復
し

ま
す
。
こ
の
行
列

は
、
祭
神
の
コ
ノ

ハ
ナ
サ
ク
ヤ
ヒ
メ

ノ
ミ
コ
ト
が
産
衣

を
持
っ
て
孫
の
ウ

ガ
ヤ
フ
キ
ア
エ
ズ
ノ
ミ
コ
ト
を
見
に
産
屋

ヶ
崎
を
訪
れ
た
と
い
う
伝
承
を
表
現
し
て

い
ま
す
。
湖
の
前
に
富
士
が
長
く
裾
を
ひ

く
優
美
な
姿
が
見
ら
れ
、
晴
天
の
日
の
朝

に
は
逆
さ
富
士
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
嘯
山
山
頂
・
小
御
嶽
神
社
周
辺
の

　
展
望
地

　
天
上
山
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
の
山
頂
駅
か
ら

徒
歩
十
分
の
嘯
山
山
頂
に
所
在
す
る
展
望

地
で
す
。
地
元
の
船
津
地
区
で
は
通
称
「
山

お
め
で
た
（
出
生
）

お
子
さ
ん

父

母

【
10
月
21
日
か
ら
11
月
21
日
ま
で
】

お
く
や
み
（
死
亡
）

届
出
人

梶
原
　
椛
暖
　
　
大
　
輔
　
梨
　
英
　
船
津

梅
津
　
蘭
丸
　
　
圭
　
吾
　
恵
　
里
　
船
津

渡
辺
　
琉
倭
　
　
博
　
文
　
貴
　
子
　
船
津

土
浦
　
麻
椰
　
　
百
　
敏
　
真
　
理
　
船
津

角
田
　
駿
太
　
　
雅
　
仁
　
絵
　
里
　
船
津

馬
路
　
莉
央
　
　
久
　
史
　
樹
　
里
　
船
津

菱
田
　
　
響
　
　
和
　
寛
　
　
香
　
　
船
津

渡
辺
　
佑
剛
　
　
雅
　
昭
　
順
　
子
　
船
津

清
水
国
太
郎
　
　
國
　
明
　
啓
　
子
　
小
立

後
藤
　
　
漣
　
　
隆
　
博
　
友
　
紀
　
河
口

古
屋
　
甲
斐
　
　
　
隆
　
　
栄
　
美
　
河
口

石
井
　
凰
涼
　
　
正
　
人
　
さ
つ
き
　
河
口

大
石
　
　
玲
　
　
直
　
樹
　
千
恵
美
　
勝
山

流
石
　
　
明
　
　
洋
　
一
　
敦
　
子
　
勝
山

渡
邉
　
リ
ラ
　
　
一
　
徳
　
江
　
里
　
勝
山

三
浦
　
果
倫
　
　
正
　
人
　
志
　
保
　
長
浜

村
松
　
重
忠
　
74
歳
　
村
松
　
松
子
　
船
津

外
川
ト
ナ
コ
　
65
歳
　
外
川
　
光
一
　
船
津

渡
邉
　
正
一
　
61
歳
　
渡
邉
　
友
子
　
船
津

渡
邊
　
と
く
　
87
歳
　
渡
邊
　
　
清
　
小
立

大
石
　
伸
一
　
44
歳
　
大
石
さ
と
み
　
小
立

渡
邊
美
保
子
　
52
歳
　
渡
邊
　
松
雄
　
小
立

渡
邊
　
自
康
　
82
歳
　
渡
邊
　
泰
助
　
小
立

古
屋
　
昭
義
　
78
歳
　
古
屋
　
和
夫
　
小
立

外
川
　
重
子
　
90
歳
　
木
村
と
く
子
　
浅
川

中
村
　
豊
子
　
63
歳
　
中
村
　
要
一
　
浅
川

中
田
き
ぬ
江
　
87
歳
　
中
田
　
徹
男
　
河
口

か
の
ん

ら
ん
ま
る

る
　
い

ま
　
や

し
ゅ
ん
た

り
　
お

ゆ
う
ご
う

か
　
い

お
う
す
け

か
り
ん

く
に
た
ろ
う ゆ

ら
れ
ん

れ
い

め
い



広
報
富
士
河
口
湖

　
３１

御
岳
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
富
士
北
麓
地

域
の
農
閑
期
に
は
富
士
山
に
入
り
、
木
を

伐
採
し
て
角
材
・
板
材
に
木
挽
き
し
、
相
模

（
神
奈
川
県
西
部
）
、
伊
豆
・
駿
河
（
静
岡
県

東
部
）
方
面
に
販
路
を
開
き
生
計
を
立
て

て
い
ま
し
た
。
富
士
山
と
対
峙
す
る
嘯
山

を
選
び
、
富
士
山
五
合
目
の
小
御
岳
神
社

を
分
祀
、
小
社
を
建
て
里
宮
志
向
に
よ
っ

て
入
山
者
の
無
事
を
祈
願
し
ま
し
た
。

●
巌
谷
小
波
の
句
碑

　
天
上
山
護
国
神
社
の
境
内
に
「
秋
晴
れ

や
富
士
明
に
水
鏡
」
と
詠
ん
だ
巌
谷
小
波

の
句
碑
が
あ
り
ま
す
。
天
上
山
公
園
と
呼

ば
れ
て
き
た
富
士
眺
望
の
絶
景
の
場
所
で

す
。
昭
和
四
年
（
一
九
二
九
）
の
秋
に
船
津

の
俳
友
が
建
立
し
た
と
い
う
記
録
が
碑
に

刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

●
西
湖
い
や
し
の
里
根
場
周
辺
の
展
望
地

　
根
場
地
区
か
ら
富
士
山
を
眺
め
る
と
、

西
湖
と
そ
の
対
岸
の
青
木
ヶ
原
樹
海
が
眼

下
に
広
が
り
雄
大
な
自
然
を
感
じ
取
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
近
世
末
か
ら
近
代
の
特

色
を
も
つ
茅
葺

屋
根
の
集
落
が

「
西
湖
い
や
し
の

里
根
場
」
で
は
復

元
さ
れ
て
お
り
、

古
き
良
き
形
態

の
建
物
群
と
富

士
山
を
一
望
で

き
る
展
望
地
で

す
。

●
十
二
ヶ
岳

　
御
坂
山
地
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し
、
西

湖
の
北
に
そ
び
え
る
標
高
一
六
八
一
メ
ー

ト
ル
の
山
で
す
。
平
安
時
代
に
役
小
角
（
役

行
者
）
が
富
士
山
に
登
っ
た
際
に
、
精
進
湖

で
斎
戒
沐
浴
し
最
初
に
こ
の
山
に
登
っ
た

と
『
甲
斐
国
志
』
が
伝
え
て
い
ま
す
。
富
士

山
を
拝
む
展
望
地
と
し
て
、
ま
た
険
し
い

山
の
形
態
か
ら
修
験
な
ど
の
信
仰
の
場
と

し
て
の
位
置
付
け
も
考
え
ら
れ
る
重
要
な

山
岳
で
す
。

●
竜
ヶ
岳

　
本
栖
湖
の
南
方
の
山
梨
・
静
岡
両
県
の

県
境
に
位
置
す

る
標
高
一
四
八

三
メ
ー
ト
ル
の

山
で
す
。
も
と
は

小
富
士
と
呼
ん

で
い
ま
し
た
が
、

富
士
山
噴
火
の

際
に
竜
神
を
ま

つ
っ
た
の
で
竜

ヶ
岳
と
い
う
よ

う
に
な
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
山

頂
に
小
さ
な
平
坦
地
が
あ
り
、
こ
こ
を
西

方
浄
土
と
見
立
て
、
平
安
時
代
の
承
和
年

間
に
真
言
宗
の
僧
侶
が
修
行
を
し
、
鎌
倉

時
代
の
建
治
年
間
に
は
草
庵
を
つ
く
っ
て

阿
弥
陀
如
来
を
祀
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
日
蓮
上
人
も
本
栖
湖
で
身
を
清

め
、
こ
の
山
頂
で
「
三
七
日
」
の
行
を
し
て

か
ら
身
延
山
に
向
か
っ
た
と
い
う
伝
承
が

あ
り
ま
す
。
村
人
は
日
蓮
上
人
を
慕
っ
て
、

法
華
経
八
巻
の
経
文
を
一
字
一
石
に
し
た

た
め
た
経
石
を
山
頂
に
埋
め
ま
し
た
。
ダ

イ
ヤ
モ
ン
ド
富
士
の
見
ら
れ
る
展
望
地
と

し
て
も
優
れ
て
い
ま
す
。

●
精
進
ホ
テ
ル
と
パ
ノ
ラ
マ
台

　
精
進
ホ
テ
ル
は
、
明
治
時
代
末
に
イ
ギ

リ
ス
の
帰
化
人
、
星
野
芳
春
（
ウ
ィ
リ
ア

ム
・
ホ
イ
ッ
ト
ウ
ォ
ー
ズ
）
に
よ
っ
て
建
て

ら
れ
た
県
内
最
初
の
洋
式
ホ
テ
ル
で
す
。

富
士
山
麓
の
観
光
の
先
駆
的
な
宿
泊
施
設

で
、
階
上
か
ら

の
眺
望
も
広
大

な
視
野
で
楽
し

む
こ
と
が
で
き

ま
す
。
パ
ノ
ラ
マ

台
は
、「
パ
ノ
ラ

マ
」
と
い
う
名
称

が
示
す
と
お
り
、

近
代
以
降
に
展

望
地
と
し
て
親

し
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
明
治
時
代
末
か
ら
大
正
時
代
に
作
成

さ
れ
た
観
光
絵
葉
書
に
は
「
甲
斐
精
進
パ

ノ
ラ
マ
山
上
の
富
士
」
と
書
か
れ
、
富
士
山

の
展
望
地
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

精
進
ホ
テ
ル
、
パ
ノ
ラ
マ
台
と
も
に
精
進

地
区
に
お
け
る
富
士
山
の
優
れ
た
展
望
地

で
す
。

　
（
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
　

　
　 

文
化
財
担
当
学
芸
員
　
杉
本
悠
樹
）

お
し
あ
わ
せ
に
（
結
婚
）

Happy Wedding

渡
邉
　
亀
覺
　
81
歳
　
渡
邉
み
さ
き
　
大
石

梶
原
　
文
子
　
65
歳
　
梶
原
　
惠
一
　
大
石

小
佐
野
き
よ
み
　
92
歳
　
小
佐
野
　
勝
　
勝
山

倉
澤
　
康
平
　
87
歳
　
倉
澤
　
　
競
　
勝
山

三
浦
　
文
雄
　
95
歳
　
渡
邊
　
　
惠
　
西
湖
南

藤
井
　
拓
也 

 

＝ 
 

天
野
　
優
子
　
船
津

丸
島
壮
太
郎 

 

＝ 
 

田
邉
　
裕
美
　
船
津

梶
原
　
美
範 

 

＝ 
 

長
田
　
知
枝
　
船
津

佐
野
　
　
将 

 

＝ 
 

長
田
　
佳
代
　
船
津

中
澤
　
啓
治 

 

＝ 
 

古
畑
　
正
子
　
船
津

中
村
　
謙
一 

 

＝ 
 

白
須
　
直
美
　
浅
川

渡
邊
　
康
寿 

 

＝ 
 

勝
俣
　
千
鶴
　
小
立

安
田
　
佳
史 

 

＝ 
 

大
塩
　
裕
子
　
小
立

渡
辺
　
　
実 

 

＝ 
 

須
山
　
亜
紀
　
小
立

小
河
原
　
清 

 

＝ 
 

仲
沢
　
　
茜
　
河
口

貴
家
　
憲
仁 

 

＝ 
 

野
崎
由
香
理
　
大
石

堀
内
　
英
樹 

 

＝ 
 

長
田
　
美
和
　
大
石

渡
辺
　
大
三 

 

＝ 
 

堀
内
　
麻
美
　
西
湖
西

日   

時
　
1
月
8
日 (

火)

　
　
　   

午
前
９
時
30
分
か
ら
午
後
４
時

場   

所
　
河
口
湖
商
工
会

問
合
せ
　
山
梨
社
会
保
険
事
務
局
大
月
事
務
所

　
　
　
　
　
℡
0
5
5
4-

22-

3
8
1
1

国
民
年
金
・
社
会
保
険
相
談
所

人口

男

女

世帯

　　25,835人
(－2)

 12,723人
(－4)

 13,112人
　(＋2)

 8,840  
(＋7)

人のうごき人のうごき人のうごき

世帯

11月1日現在の
人口・世帯

(

誤)
 

長
田
歩
乃
香 

↓ 
(

正)
 

長
田
歩
乃
果

【
お
詫
び
と
訂
正
】 

11
月
号
30
ペ
ー
ジ
、「
お
め
で
た
」
欄
で
誤
り
が
あ
り
ま
し

た
。
お
詫
び
と
訂
正
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。



広
報
富
士
河
口
湖

　
３２

質の高い住民サービスを提供します。
地球環境にやさしい町づくりを進めています。

ISO 9001  14001 認証取得

休日・夜間の救急医の問い合わせ先　℡２３－４４４４　(富士五湖消防本部テレフォンサービス)
平日　午後5時～、土曜日　12時から、日曜・祝祭日　午前8時～

「
広
報
富
士
河
口
湖
」
は
資
源
保
護
と
リ
サ
イ
ク
ル
促
進
の
た
め
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

E
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

1212
2007年

 
12月

 
N
o
.
4
9
広
報
富
士
河
口
湖

発
行
/
山
梨
県
南
都
留
郡
富
士
河
口
湖
町
役
場

編
集
/
富
士
河
口
湖
町
役
場
　
企
画
課

〒
401-0392　

T
E
L
 
0
5
5
5
-
7
2
-
6
0
2
3

http://w
w

w
.tow

n.fujikaw
aguchiko.lg.jp/

kikaku@tow
n.fujikaw

aguchiko.lg.jp

EC00J0306

12月20日(木)
場　所 時　間 弁護士相談

町中央公民館

足和田出張所

精進出張所

勝山ふれあい
センター

午前10時～
　　午後2時

午前10時～12時

午後1時～4時

午後1時15分
　　～2時45分

行政相談・心配ごと相談日

1月20日(日)

◆行政相談・心配ごと相談・弁護士相談は、どこの場所へ行ってもOKです。

場　所 時　間 弁護士相談

町中央公民館

足和田出張所

本栖公民館

勝山ふれあい
センター

午前10時～
　　午後2時

午前10時～12時

午後1時～4時

午後1時～3時

■
無
料
弁
護
士
相
談

　
◆
日
時
　
12
月
11
日
（
火
）・
17
日
（
月
）・
21
日
（
金
）

　
　
　
　
　
・
25
日
（
火
）1
月
10
日
（
木
）・
16
日
（
水
）

　
　
　
　
　
・
22
日
（
火
）
　
午
後
１
時
～
4
時

　
◆
場 

所
　
県
民
生
活
セ
ン
タ
ー
相
談
室

　
　
　
　 

　 

（
県
民
情
報
プ
ラ
ザ
２
階
：
甲
府
市
）

　
※
相
談
は
予
約
制
で
、
１
人
当
た
り
30
分

■
電
話
相
談

　
◆
県
民
生
活
セ
ン
タ
ー
　

　
　  

℡
0
5
5
‐
2
2
3
‐
1
3
6
6

　
◆
富
士
・
東
部
地
域
県
民
セ
ン
タ
ー

　
　  

℡
0
5
5
4
‐
45
‐
5
0
3
8
・
7
8
4
3

　
◆
曜
日
・
時
間
　
月
曜
日
～
金
曜
日
（
祝
日
除
く
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　 

午
前
９
時
～
午
後
４
時

■
１２
月
の
多
重
債
務
相
談
日

　
○
日 

程
　
12
月
20
日
（
木
）
　

　
　
　
　
　
午
後
１
時
～
３
時

　
○
相
談
場
所
　
町
中
央
公
民
館 

第
二
研
修
室

■
１
月
の
多
重
債
務
相
談
日

　
○
日 

程
　
1
月
20
日
（
日
）
　

　
　
　
　
　
午
後
１
時
～
３
時

　
○
相
談
場
所
　
町
中
央
公
民
館 

視
聴
覚
室

※
相
談
員
　
穂
阪
四
郎 

(

℡
72-

0
6
2
9)

白壁　勝雄　　72-0143　　　小佐野成太郎　83-2320
梶原　一榮　　82-2446　　　渡辺　袈裟司　87-2316

町の行政相談委員さんは

県
の
機
関
が
行
っ
て
い
る
各
種
相
談

◆
今
月
の
庁
舎
企
画
◆

展
示
期
間
　
12
月
21
日
～
１
月
18
日

　
第
七
回
展
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
書
を
愛
す
る
町
民

が
、
好
む
言
葉
を
好
む
書
体
で
、
色
紙
に
表
現
し
ま
し

た
。
役
場
に
お
立
ち
寄
り
の
際
に
、
ご
覧
い
た
だ
け
れ

ば
幸
い
で
す
。

　
中
村
湖
石
（
主
宰
）
、
梶
原
憲
山
、
朝
比
奈
喜
四
郎
、
井
出
博
子
、

　
宇
野
満
子
、
大
石
聡
子
、
奥
脇
絵
美
子
、
小
佐
野
絹
子
、

　
小
佐
野
操
、
申
谷
初
江
、
白
壁
祥
江
、
土
屋
利
代
、
外
川
公
子
、

　
外
川
美
和
子
、
中
村
和
美
、
中
村
麗
水
、
中
村
れ
い
子
、

　
西
山
ツ
ネ
コ
、
穂
阪
四
郎
、
堀
内
智
美
、
三
浦
左
智
、
三
浦
雅
子
、

　
森
沢
和
久
、
渡
辺
恵
巳
子
、
渡
辺
勝
宜
、
渡
辺
桂
司
、
渡
辺
賢
一
、

　
渡
辺
精
子
、
渡
辺
初
美
、
渡
辺
と
よ
子
、
渡
辺
裕
美
、
渡
辺
美
明

中
村
湖
石
主
宰

　
　
「
麦
嶺
書
社
」
色
紙
展

町
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
展

■
展
示
者
■

百
華
繚
乱

湖 
 

石

ひ
ゃ
っ
　
か
　
り
ょ
う 

ら
ん


